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令和5年12月1日

編集発行

矢賀学区連合町内会

矢賀学区社会福祉協議会

独

卷

会
(

第
一
ブ
ロ
ッ
ク)

担
当

山
田
洋
子

亥

の

否

「い

藉

」

2

丁

目

町

内

会

長

畫

雅

弘

H

i

-

ブ
ロ
ッ
ク) 

十

一

月

六

日

(M)
に
久
し
ぶ
り
に
独
楽
の
会
ー 

(

第
一
ブ
ロ
ッ
ク)

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
か
ら 

四
丁
目
の
会
員(

第
二
ブ
ロ
ッ
ク)

に

も

素

を

呼 

び
か
け
、
総
勢
四
十
名
余
り
の
参
加
が
あ
り
ま 

し
た
。

前
半
は
、
二
葉
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ1

の 

保
健
師
、
看
護
師
に
よ
る
講
話
を
聞
き
ま
し
た
。
 

健
康
に
生
活
し
て
い
く
た
め
に
は
三
つ
の
柱①

栄 

養
、②

身
体
活
動③

社

会

参

加

が

必

畧

、
相 

互
に
鬣
し
あ
っ
て
い
る
か
ら
日
筆
活
に
と
り 

い
れ
る
こ
と
が
大
切
と
聾
れ
ま
し
た
。

り
が
と
う
ね
」
「
お
つ
か
れ
さ
ま
」
感
謝
の
言 

葉
、2

丁
目
の
人
々
を
亥
の
子
祭
が
繫
い
で 

い
く
。

終
盤
は
、
「
あ
と
何
軒
」
「
あ
と
何
軒
」
と 

お
鈴
気
味
の
子
ど
も
藻
予
定
通
り
百
名 

余
り
の
参
加
者
の
協
力
で
、
何
事
も
な
く 

「亥
の
子
祭
」
を
終
え
た
。
四
年
ぶ
り
の
祭
り 

は
、
改
め
て
町
の
人
々
の
温
か
さ
を
実
感
し 

た
。帰

宅
す
る
と
、
「
太

族

音

」
と
「
亥
の
子
、
 

亥
の
子
」
子
ど
も
達
の
声
が
聞
こ
え
た
よ
と 

言
う
妻
の
声
が
誇
ら
し
く
き
こ
え
た
。
 

皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
致
し
ま
す
。
あ
り
が 

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

後
半
は
、
奥
田
先
生
に
よ
る
フ
レ
イ
ル
予
防 

貨

で

す

。

『
巡
動
に
は
心
肺
機
能
を
高
め
、
体
力
、
持
久 

力
の
向
上
を
促
す
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
「有
酸 

素
運
動
」
と
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
よ
う
な
筋
肉 

に
繰
り
返
し
負
荷
を
か
け
る
「
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
運 

動
」が
あ
る
、
そ

れ

を

異

嘉

せ

る

と

効

果

的 

で
す
』
と

萼

れ

た

後

、
健̂

目
的
と
し 

た
体
力
づ
く
り(

持
久
力
、
筋
力
、
柔
軟
性
な
ど) 

を
効
果
的
に
女
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
、
手
や
足
の 

筋
肉
を
意
識
し
て
運
舉
し
ま
し
た
。
最
後
に
、
 

君

歌

三

曲

の

字

馨

歌

遊

び

を

し

、
楽
し
い
ひ 

と
時
を
す
ご
し
ま
し
た
。

十
一
月
三
日
腳
、
西
日
本
地
方
で
平
安 

時
代
か
ら
続
く
亥
の
子
祭
、
日
本
版
ハ
ロ
ウ 

イ
ン
が
行
わ
れ
た
。

住
宅
街
の
迷
路
を
回
るA

フ
ロ
ッ
ク
、
矢 

賀
の
万
里
の
長
城
と
言
わ
れ
る
尾
根
を
あ 

る
くB

ブ
ロ
ッ
ク
、
心
臓
破
り
の
峠
を
登
っ
て 

降
り
るC

ブ
ロ
ッ
ク
、
二
八
八
世
帯
を3

班 

に
分
か
れ
て
二
時
間
か
け
て2
 
丁
目
の
家
 々

を
巡
回
す
る
。

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
子
ど
も
達
を
出
迎
え 

る
町
の
人
々
、
祝
儀
の
お
礼
に
大
忙
し
の
チ 

ビ
ッ
子
神
主
、
「
私
に
も
や
ら
せ
て
」
「こ
の
子 

達
に
も
や
ら
せ
て
下
さ
い
」
と
飛
び
入
り
参 

加
の
お
願
い
、
元
気
な
子
ど
も
達
の
声
、
「あ
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梅の植え替え

(注)〇:従来どおり派遣申込受付
/ : ・クと作業は休みます(網掛け)

季
ル
地
区
指
定 

夏
花
壇
か
ら
春
花
壇
へ
模
様
替
え 

を
し
ま
し
た
。

十

一

月

九

日

用

「
矢
賀
グ
リ
ー
ン 

ピ
ー
ス
緑
の
少
年
団
」
と
矢
賀
駅
花 

壇

整

備G

の

15
名
余
り
の
会
員
が 

一
 

緒
に
パ
ン
ジ
ー
・
ス
ノ
ー
ビ
ー
ル
・
 

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
植
え
ま
し
た
。
 

春
が
楽
し
み
で
す
。

矢
賀
駅
乗
降
客
、
行
き
交
う
人

 々

の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し 

よ
う
。

矢
賀
学
区
公
衆
衛
生
推
進
協
議
会 

矢
賀
駅
花
壇
整
備G
 

リ

ー

ダ

ー

尾

崎

恭

子

「
東

区

青

少

年

健

全

育

成

大

会(

子 

ど
も

達
の
声
を

聴
く
会)

」
が
十
一 

月

四

日

(±)
十
時
か
ら
東
区
民
文
化 

セ
ン
タ
—
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま 

し
た
。

こ
の
「
青
少
年
健
全
育
成
大
会
」
は 

子
ど
も
達
が
普
段
何
を
思
い
、
何
を 

考
え
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
大
大 

た
ち
が
耳
を
傾
け
、
子
ど
も
と
大
大 

が
思
い
を
共
感
す
る
こ
と
が
で
き
る 

場
に
な
る
よ
う
に
と
、
開
催
さ
れ
て 

い
る
も
の
で
す
。

中
村
大
会
会
長
の
挨
拶
に
続
き
来 

賓
を
代
表
し
て
以
南
広
島
東
警
察 

署
長
の
祝
辞
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち 

の
意
見
発
表
に
移
り
ま
し
た
。
 

今
年
度
の
発
表
は
、
小
学
生
二
名 

(

上
温
品
小
学
校
・
温
品
小
学
校)

、
 

中
学
生
六
名(

東
区
内
の
市
立
中
学 

校

六

校)

、
高

校

生

二

名(

安
芸
高 

校
・
広
島
中
央
特
別
支
援
学
校)

の 

発
表
で
し
た
。

発
表
の
内
容
は
、
友
大
関
係
や
生 

徒
会
活
動
、
自
分
で
体
験
し
た
出
来

そ

—
ス
開
放
」

夏
休
み
に
続
き
、
子
ど
も
が
自
主 

学
習
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
開
放
し
ま 

日
時12

月

25
日

间

13
時

〜

16
時 

12
月

27
日

困

13
時

〜

16
時 

場

所

矢

賀

中

央

集

会

所
 

※

事
前
申
込
不
要

利
用
は
矢
賀
学
区
在
住
の 

子
ど
も
の
み

小
学
生
の
冬
休
み
の
宿
題
や
中
高 

生
の
自
習
場
所
と
し
て
ご
活
用
く
だ 

さ
い
。東

区
青
少
年
健
全

矢
賀
学
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

子
ど
も•

子
育
て
部
会

事
な
ど
日
頃
の
生
活
を
通
し
て
、
感 

動
し
た
こ
と
や
思
っ
た
こ
と
な
ど
を 

そ
れ
ぞ
れ
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
 

い
ず
れ
の
発
表
も
子
ど
も
た
ち
の

都
市
美
化
推
進

「冬
休

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク

年
末
・
年
始
の
カ
レ
ン
ダ
ー 

矢
賀
学
区
社
会
福
祉
協
議
会
の 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
は
、
年
末
年
始 

の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
次
の
よ
う
に
し
ま

【
受
付
】

毎

週

火

曜

日

10
時

〜

11
時

30
分 

矢
賀
学
区
社
会
福
祉
協
議
会 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
係 

矢
賀
中
央
集
会
所

B
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杏

津

彖K6
金

毎

カ

ド
 

よ
り
樹A
fsPTA
誌̂

%

行
い 

こ
こ
ド
奖
朝
の
た
め2-5̂
形

一
日?

：
§

••
員 

表
我
状

し
ま
す

4
*>
ま
±1

ま
・ 

株

山

正

魚

・

十
二
月
の
予
定

7

日
用
研

究

日

(

短
縮
四
校
時
授
業) 

11
日

(M)
委
員
会 

14
日

用

研

究

日

(

短
縮
四
校
時
授
業)

六
年
一
組
五
校
時
授
業

小
学
校
だ
よ
り

を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
創
立
百
二
十 

周
年
を
迎
え
た
直
後
の
こ
と
で
す
。

皆
様
、
地
域
の
皆
様
に
、
厚
く
お
礼 

申
し
あ
げ
ま
す
。

ま
っ
す
ぐ
な
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き 

て
、
そ
れ
ぞ
れ
感
動
や
感
銘
を
受
け 

ま
し
た
。

本
大
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
矢
賀 

学

区

か

ら

は

各

町

内

会

、
各
種
団 

体
、
矢
賀
小
学
校
とP
T
A

か
ら
多 

数
参
加
し
て
頂
き
、
大
変
有
難
う
ご 

ざ
い
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ 

ま
す
。矢

賀
学
区
青
少
年
健
全 

育
成
連
絡
協
議
会 

会

長

光

永

暢

博

約
三
十
年
の
年
月
を
経
て
、
再
び 

受
賞
で
き
た
の
は
、
そ
の
当
時
、P
T
 

A

と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
た
方
々
が
、
 

地
域
の
中
で
小
学
校
を
支
え
続
け
て 

く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
も
大
き
な
要 

因
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
 

家

庭

、
学

校

、
地
域
で

多

く

の 

方
々
に
見
守
ら
れ
、
支
え
ら
れ
て
、
 

子
ど
も
た
ち
は
「
や
さ
し
い
子
」
「
が 

ん
ば
る
子
」
と
し
て
健
や
か
に
成
長 

し
て
い
ま
す
。

紙
面
を
お
借
り
し
て
、
保
護
者
の

15
日

盈

研

究

日(

四
校
時
授
業) 

18
日

(M)
六
年
一
組
五
校
時
授
業 

20
日
明
六
年
生
「こ
こ
ろ
の
劇
場
」 

(

広
島
文
化
学
園H
G
B

ホ
ー
ル) 

21
日
困

教

育

相

談

22
日

御
学

校

朝

会 

給
食
終
了 

広
島
市
立
矢
賀
小
学
校 

校

長

村

中

真

由

美

幼
稚
園
だ
よ
り

通

し

た

ち

」 

十
一
月
二
日
、
矢

莫

亍

目

町

内

会 

の

皆

修

お

世

蔥

な

り

「亥
の
子

(
5

頁
に
続
く)

令
和
五
年
度
優
良P
T
A
 

文
部
科
学
大
臣
表
彰
受
賞 

こ

の

度

矢

賀

小
学

校P
T
A

が
文 

部
科
大
臣
表
彰
を
受
賞
い
た
し
ま 

し
た
。

昨
年
度
、
矢
賀
小
学
校
は
創
立
百 

五
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
「
や
が 

マ
ル
」
が
誕
生
し
た
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
創 

造
プ
只
ン
エ
ク
ト
」
、
創
立
百
五
十
周 

年
記
念
誌
の
発
刊
、
基
準
服
の
見
直 

し(

男
女
兼
用
に)

、
旗
当
番
等
の
見 

守
り
活
動
、
そ
し
て
、
「
忍
者
屋
敷
か 

ら
の
大
脱
出
」
等

、
地
域
と
の
繫
が 

り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
創
意
工
夫 

を
生
か
し
た
取
り
組
み
が
評
価
さ 

れ
ま
し
た
。

十

一

月

二

十

四

日

金

に

は

、
東 

京
都
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
に
て
行 

わ
れ
た
表
彰
式
に
國
清
順
一
会
長 

と

原

野

秀

文

副

会

長

が

出

席

し

、
 

文
部
科
学
大
臣
よ
り
表
彰
さ
れ
ま 

し
た
。

矢

賀

小

学

校

は

、
平
成
六
年
に 

も

文

部

大

臣

賞(

当
時
は
文
部
省)
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い
た
だ
き
ま
し
た
。
教
頭
先
生
と
専
科 

の
先
生
に
お
出
で
い
た
だ
き
、
給
食
に 

つ
い
て
、
詳
し
く
お
話
も
聞
き
ま
し
た
。
 

給
食
室
の
先
生
方
が
心
を
込
め
て
沢 

山
の
給
食
を
作
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
が 

わ
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
四
月
に
始 

ま
る
小
学
校
生
活
へ
の
期
待
を
一
層 

膨
ら
ま
せ
て
い
る
様
子
で
し
た
。
 

地
域
の
皆
様
、
保
護
者
の
皆
様
に
は
、
 

引
き
続
き
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力 

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

亥小祭り体験の辭

十
二
月
の
予
定

10
日

(0)
生
活
発
表
会 

11
日
卸
代
休

13
日

(zk)
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

14
日
・
な
か
よ
し
コ
ン
サ
ー
ト 

な
か
よ
し
広
場

15
日
金
も
ち
つ
き
会(

予
定) 

18
日®

お
楽
し
み
会

22
日
喘
二
学
期
終
業
式

28
日
用
冬
季
一
斉
閉
庁
日

・
令
和
六
年
度
園
児
募
集
受
付
中 

広
島
市
立
矢
賀
幼
稚
園

園
長
木
村
み
ゆ
き

児
童
館
だ
よ
り

秋
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の
暑
い
日
が 

続
い
て
い
た
か
と
思
え
ば
、
一
気
に
冬 

の
気
配
と
な
り
、
今

筈

残

り

一

か

月 

と
な
り
ま
し
た
。

矢
賀
児
童
館
は
今
年
で
開
館
三
十 

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

十
一
月
十
一
日
(±)
に
は
四
年
ぶ
り 

と
な
る
児
童
館
祭
り
を 

R
S
A
R
Y

30
」
と
し
て
小
規
模
な
が 

ら
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

遊
戯
室
で
は
や
が
マ
ル
の
お
好
み
焼 

き
ゲ
ー
ム
、
ち
し
や
こ
の
シ
ル
エ
ッ
ト
を 

探
す
「ち
し
や
こ
を
探
せ
」
、
三
つ
の
キ 

ヤ
ラ
ク
タ
—
が
上
る
「
頂
点
を
目
指 

せ!

」
、
ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
、
ガ
チ
ャ
ガ
チ 

ヤ
く
じ
、
工
作
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
に
約 

六
〇
名
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
て 

く
れ
ま
し
た
。

四
年
ぶ
り
に
子
ど
も
た
ち
の
元
気 

な

声

が

号

、
成
功
裡
に
終
え
る
こ
と 

が
で
き
ま
し
た
。

十
一
月
に
は
僂
も

児
童
館
行
事

「お
は
な
し
会
」
「落

慝

忌

も

う

」
 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
行
事

「け
ん
玉
教
室
」

「町
探
検
ウ
オ
—
ク
ラ
リ
ー
」
 

な
ど
の
行
善
行
い
ま
し
た
。
 

十
二
月
の
行
事

7

日̂

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト 

21
日
困
・

22
日̂

ク
リ
ス
マ
ス
工
作(

要
予
約 

26
日
岐
根
付
け
工
作(

要
予
約) 

【変
更
の
お
知
ら
せ
】 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
令
和
六
年 

度
二
次
付
の
日
程
が
変
更
に
な
り
ま 

し
た
。

次
の
通
り
で
す
。

令
和
六
年
二
月
八
日
用
〜

二
月
二
十
一
日
明 

広
島
市
矢
賀
児
童
館 

0
0
0
2
 ̂
2006̂
 0
5
4
3

(
3
頁
よ
り)

祭
り
体
験
」を
し
ま
し
た
。
矢
賀
中
央 

集
会
所
の
亥
の
子
祭
り
の
飾
り
を
見
学
、
 

お

聾

聞

き

、
鬼
の
衣
装
と
お
面
を
つ 

け
る
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し 

た
。
飾
ら
れ
て
い
る
鬼
面
の
迫
力
や 

様
々
な
お
飾
り
の
雰
囲
気
、
亥
の
子
石 

な
ど
、
初
め
て
見
る
子
ど
も
も
多
く
、
 

少
々
緊
張
気
味
の
子
ど
も
た
ち
で
し 

た
が
、
地
域
の
皆
様
と
の
温
か
い
触
れ 

合
い
に
安
心
し
、
次
々
に
「
鬼
面
を
つ 

け
て
み
た
い
」
「
衣
装
も
着
て
み
た
い
」 

と
好
奇
心
を
全
開
に
し
て
過
ご
し
ま 

し
た
。
外
庭
で
亥
の
子
体?

さ
せ
て 

い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
手
本
を
見
せ
て 

も
ら
う
と
、
そ
の
歌
声
、
リ
ズ
ム
に
心 

を
動
か
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
進 

ん
で
綱
を
持
ち
、
と
て
も
喜
ん
で

篮 

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
域
の
伝 

統
と
し
て
大
切
に
さ
れ
て
き
た
こ
と 

を
、
体
験
を
通
し
て
学
ぶ
貴
重
な
機 

会
と
な
り
ま
し
た
。

十
一
月
八
日
に
は
、
昨

年

に

馨

矢 

賀
小
学
校
の
ご
協
力
に
よ
り
、
五
歳
児 

が
給
食
試
食
体
験
を
し
ま
し
た
。
当 

日
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち 

は
玄
米
ご
飯
、
豚
肉
と
大
糖
煮
物
な 

ど
の
温
か
く
美
味
し
い
タ
を
喜
ん
で

矢賀学区だより 令和5年(2023与12月1日⑷
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こ̂

U

ち

は

嚳

者

n
>
f
 ?

東
区
障
害
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン 

夕
—
の
天
崎
で
す
。

今
回
は
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
中
で 

「
就
労
継
続
支
援B

型
」(

以
下
、
就
労 

B

型)

に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

な
ど
を
行
い
ま
す
。

障
害
や
病
気
な
ど
が
あ
っ
て
、
一
般 

の
事
業
所
に
就
労
す
る
こ
と
が
難
し
い 

方
や
、
就
労B

型
の
利
器
適
当
と
判 

断
さ
れ
た
方
な
ど
で
、
本
人
が
希
望 

し
て
通
所
し
、
障
害
に
応
じ
て
作
業
や 

活
動
な
ど
を
行
い
、
工
賃
を
得
る
こ
と 

が
で
き
る
事
業
車
す
。

ま
た
そ
こ
で
の
作
業
を
通
じ
て
、
ー
 

般
就
労
や
就
労
継
続A

型
と
い
っ
た
最 

低
賃
金
を
保
証
す
る
事
業
所
へ
の
ス
テ 

ッ
プ
ア
ッ
プ
も
目
指
し
て
い
け
ま
す
。
 

東
区
に
は
、
12.
か
所
の
就
労
継
続
支

胃

型

の

事

業

禀

あ

り

ま

す

。

作
業
の
内
容
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
清
掃
、
 

公
園
清
掃
、
パ
ソ
コ
ン
作
業
、
き
の
こ
栽 

培
、
軽
作
業
、
パ
ン
作
り
、
お
菓
子
作 

り
、
自
動
車
部
品
の
組
み
立
て
、
紙
製

ろ
も
あ
り
ま
す
。

工
賃
も
時
給
で

100
円

〜

600
円
以 

上
な
ど
、1

日
で
は

1700
円
、
剛

円

、
 

800
円
、
500
円
な
ど
、
事
業
所
ご
と
で
、
 

作
業
内
容
な
ど
に
も
応
じ
て
設
定
が 

あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
事
業
所
に
よ
っ
て
は
、
送
迎 

を
実
施
し
て
い
る
蜜
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
多
く
の
仕
箫
内
容
や 

盈

な

ど

が

準

耍

れ

、
そ
の
方
に
応 

じ
て
選
ん
で
通
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

一
般
の
事
業
所
で
は
、
仕
事
に
合
わ
せ 

て
働
き
ま
す
が
、
就
労B

型
で
は
、
障

害
の
あ
る
方
に
合
わ
せ
て
、
働
き
方
を 

考
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し 

よ
う
か
。

就
労B

型
の
事
業
所
に
つ
い
て
主
な 

内
容
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
も
っ
と
詳 

し
い
こ
と
は
東
区
役
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー 

ジ
の
中
の
「
東
区
地
域
支
え
あ
い
リ
ス 

卜
」で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

「
生
活
情
報
」
の
と
こ
ろ
の
「
東
区
地 

域
支
え
あ
い
リ
ス
ト
」J

「1

ど
ん
な 

情

票

あ

る

の?

」1

「(4
)

障
害
児
・
 

障
害
者
支
援
事
業
所
」1

「1

就
労 

支
援
」で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
の
紹
介
シ
ー 

卜
が
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
ー
度
ご
覧 

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

広
島
市
東
区
障
害
者

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
—

0
0
0
2
^
5
7
X
3
^
0
1
4
0
 

受
付
時
間:

月
〜
金
曜
日 

祝
祭
日
、
箓
年
始
な
ど
休
み
あ
り

「就
労B

型
」
の
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
、
 

厚
労
省
の
説
明
か
ら
抜
粋
す
る
と
、
 

•

生
産
活
動
そ
の
他
の
活
動
の
機
会 

の
提
供
。

•

そ
の
他
の
就
労
に
必
要
な
知
識
及 

び
能
力
の
向
上
の
た
め
に
必
要
な
訓
練

品
の
製
作
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
、
資 

源
ご
み
の
回
収
、
箱
作
り
、
ビ
ー
ズ
作 

業
な
ど
、
多
く
の
内
容
と
種
類
が
あ 

り
、
そ
れ
ら
を
組
み
倉
せ
て
取
り
組 

ん
で
い
ま
す
。

ま
た
就
労
に
向
け
て
の
、
ビ
ジ
ネ
ス 

マ
ナ
ー
や
就
労
活
動
ス
キ
ル
、
ソ
ー
シ 

ヤ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
の
講 

習
や
訓
練
な
ど
を
、
行
っ
て
い
る
と
こ

去
る
二
月
十
二
日
、
矢
賀
三
丁
目
の 

正
田
盛
通
様
が
ご
逝
去
に
な
ら
れ
ま 

し
た
。

喪
主
の
正
田
達
子
様
か
ら
金
一
封 

を
ま
た
、
七
月
二
十
二
日
、
矢
賀
ニ
丁 

目
の
藪
野
靜
恵
様
が
ご
逝
去
に
な
ら 

れ
ま
し
た
。

喪
主
の
藪
野
善
昭
様
か
ら
金
一
封 

を
本
念
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

?

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
芳
志
は
、
町
内
の
住
民
福
祉
の
た
め 

に
有
効
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

矢

賀

学

区

社

寤

祉

聾

会

会
長
山
田
正
一

社

へ

 

温
か
い
ご
霄
を 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た


